18　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なかむらゆう),中村雄)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じ),二)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ろう),郞)「共通感覚論」
 ─近代文明の視覚の独走を抑制する五感の組み換えの必要性
16年度　立教大学
★　左の文章を読んで後の設問に答えよ。
 eq \o\ac(□,1)　ヨーロッパの中世世界では、もっとも精練された感覚、すぐれて知覚的な感覚、世界とのもっとも豊かな接触をうち立てる感覚とは、なにかといえば、それは聴覚であった。そこでは視覚は、触覚のあとに第三番目の位置を占めていたにすぎない。つまり五感の序列は、聴覚、触覚、そして視覚の順であった。ところが近代のはじめになって、そこに転倒が起こり、眼が知覚の最大の器官になった。見られるものの芸術であるバロックが、そのことをよく示している。では、⑴中世世界ではなぜ聴覚が優位を占め、視覚が劣位におかれていたのであろうか。それは一方で、キリスト教会がその権威をことばという基盤の上においており、信仰とは聴くことであるとしていたからである。聴覚の優位は十六世紀においても、神学に保障されてまだ強かった。《神ノ言葉ヲ聴クコト、ソレガ信仰デアル》、《耳、耳だけが〈キリスト教徒〉の器官である》と eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注１）),ルタ)ーも言っている。それだけではない。それとともに他方で、視覚は触覚の代理として官能の欲望に容易に結びつくものと考えられたからである。スペインの聖者フアン・デ・ラ・クルスの先駆者たちの一人は、自分の眼で見るものをなんと五歩以内のものに限り、それを越えてはものを眺めてはならない、としていた。イメージにはなにか自然のままのもの、つまり規律的な道徳を破るところがあると考えられていたのであった。
 eq \o\ac(□,2)　ルネサンスの〈五感の階層秩序〉のなかで聴覚と視覚の位置が逆転し、視覚が優位化したことは、たしかに自然的な感性としての官能が解放されたことと結びついている。ところが、近代文明は、触覚と結びついたかたちでの視覚優位の方向では発展せずに、むしろ触覚と切りはなされたかたちでの視覚優位の方向で展開された。⑵近代文明にあっては、ものや自然との間に距離がとられ、視覚が優位に立ってそれらを対象化する方向を歩んだのである。近代透視画法の幾何学的遠近法や近代物理学の機械論的自然観、それに近代印刷術は、その方向の代表的な産物である。と同時に、その方向を強力に推しすすめたものであると言えるだろう。そうしたなかで、時間も空間もすべて量的に計りうるものだと考えられるようになり、その結果、人間の時間も空間も宇宙論的な意味を奪われ、非聖化された。また、遠近法にもとづくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(イリュージョン),錯覚)が利用されて、一般に視覚上或る一点が固定され、そこに⒜収斂するように描き出されたものこそが眼に見える、秩序立った、永続的なものであるというもう一つのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(イリュージョン),幻影)がつくり出された。
 eq \o\ac(□,3)　たしかに視覚が優位に立った近代文明は、私たち人間に多くのものをもたらした。もしそのような近代文明がなかったならば、科学や技術の発達はこれほどにはならなかったであろうし、人間のための自然の利用もこれほどには達しなかったであろう。また、知識や思想の⒝伝播もこれほどにはならなかったであろう。しかしながらその反面で、視覚が優位に立っただけでなく独走した近代文明は、見られるものを見るものから、知られるものを知るものから、対象を主体から引きはなしたのであった。そしてやがて、見られるものや知られるものはすべて物体化され、抽象化される一方、見るものや知るものは、そのように見られるものや知られるものを物体化し、支配せずにはおかない、冷やかなまなざしになったのである。《最大多数の最大幸福》というスローガンや快楽計算で知られる十八世紀末イギリスの哲学者ベンサムが案出した〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(パノプチコン),一望監視施設)〉、つまり一望のもとに被管理者を見とおせるような建物、監獄などに⒞誂え向きの建物が、最近あらためて人々の注目を浴びるようになった。この施設からも、見ること、知ることが他の人間を支配する権力でありうることがわかる。
 eq \o\ac(□,4)　⑶近代文明の視覚の独走、あるいは視覚の専制支配に対して、ずいぶんまえから多くの人々によって、いろいろなかたちで触覚の回復が要求されてきた。視覚の独走は、すでに述べたように、人間と自然、人間と人間との間に見るものと見られるものとの冷やかな分裂、対立をもたらした。それに対して、人間と自然、人間と人間をそのような分裂や対立から救い出し、ふたたびそれらを結びつける力を持っているのは触覚だ、と考えられたのである。
 eq \o\ac(□,5)　たとえば、まさに近代文明の鋭い批判者 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注２）),ルソ)ーは、その『エミール』第二編のなかで、視覚の有能ではあるが誤りを犯しやすい点を問題にした。その上で、有能な感覚である視覚の欠点から免れるためにはどうしたらいいかと自問し、次のように答えている。そのために必要なのは、視覚を他の感覚、とくに反対の性格を持つ触覚に従属させること、つまり、視覚の性急さを触覚の鈍重ではあるが確実な知識によって抑制することである。われわれはふつう、高さ、長さ、深さ、距離などを一目見ただけでは到底正確にとらえ知ることができない。けれどもそれは、一般に考えられているように感覚が判断を誤るのではなくて、むしろわれわれが感覚の用い方を誤っているためである。その証拠に、熟達した技師、測量師、建築家、石工、画家などを見るがいい。彼らはふだんから他の感覚、とくに触覚によって視覚を吟味し抑制している。だからこそ、一目見ただけでもわれわれよりも正確にそれをとらえるのである、と。しかもルソーは、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注３）),アリ)ストテレス的な意味での〈共通感覚〉の働きについてもはっきり着眼して、次のように述べている。
 eq \o\ac(□,6) 〈共通感覚〉sens communが共通感覚と呼ばれるのは、それがすべての人間に共通な感覚だからではなく、それが〈個々の諸感覚のよく規整された使用〉から生まれるからである。また、諸感覚の伝える事物のあらゆる外観を相互に結びつけることによって、事物の本性をわれわれに教えてくれるからである。そしてこれは〈第六感〉とも呼ぶことができる。それは、五感に並ぶ第六のものとして特別な感官を持ったものではなく、諸感覚の結合のうちに働くその働きは脳のうちにのみ存するのである、と。
 eq \o\ac(□,7)　まえの方のルソーのことばのなかに画家や建築家が出てきている。ところで、〈視覚芸術〉と呼ばれてきた絵画のなかでも、とくに eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注４）),セザ)ンヌ以後、触覚の回復が自覚され、めざされるようになった。 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注５）),コリ)ングウッドも言うように近代世界のなかで、それまで画家とは、第一義的に眼を使う人であり、眼が明らかにしたものを記録するためにだけ手を使う人だと見なされてきた。《そこへセザンヌがやってきて、あたかも盲目の人のように描くことをはじめた。彼の天才のなんたるかをよく示している静物画のデッサンは、あたかも両の手で探りまわされた物体のようである。》室内画についても同様で、それを見るものは　　　　　　
 eq \o\ac(□,8)　美術史の観点からすれば、一般にセザンヌは絵画の自律性を求め、印象派が伝統的な絵画技法を否定したのち、その印象派をこえて絵画の新しい独創的な論理、つまり視点の多様化、フォルムの単純化、そして eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注６）),デフ)ォルマシオンに到達した人として知られている。また《自然を円筒や円錐や球体として把握すること》と語って二十世紀のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(キュビスム),立体派)（ピカソやブラックなど）に先駆けた人として考えられている。そのような通念からすれば、右に引いたコリングウッドのことばは、あるいは極端で乱暴なものに聞こえるかも知れない。けれども、いま述べたセザンヌの手法に見られる《印象派のタッチと全く異なるセザンヌ独自の綜合的なタッチ》とは、そういう⑷運動するEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(タッチ),触覚)にもとづいていると言えるのではないだろうか。また、立体派をはじめとする二十世紀のいわゆる〈抽象絵画〉にしても、ふつう考えられているよりもはるかに大きく触覚的なものの重視の上に成り立っているのではなかろうか。
 eq \o\ac(□,9)　近代世界での視覚の独走と専制支配に対して、このように触覚やまた聴覚の回復をはかること、その方向で五感の組み換えを行なうことはたしかに必要である。
（注）　１　ルター―ドイツの宗教改革者（一四八三～一五四六）。
　　　　２　ルソー―フランス啓蒙期の思想家（一七一二～一七七八）。
　　　　３　アリストテレス―古代ギリシアの哲学者（前三八四～前三二二）。
　　　　４　セザンヌ―フランスの画家（一八三九～一九〇六）。
　　　　５　コリングウッド―イギリスの哲学者、歴史家（一八八九～一九四三）。
　　　　６　デフォルマシオン―「形をゆがめたり、不格好にすること」を意味するフランス語で、芸術表現の一種を表す。
問１　＝線部⒜～⒞の読みを、平仮名・現代仮名遣いで記せ。
ａ＝［　　　　　］　　ｂ＝［　　　　　］　　ｃ＝［　　　　　］
問２　―線部⑴について。この問いに対する答えとして最も適当なもの一つを、左記各項の中から選べ。
１　キリスト教会がその権威を基盤として、五感の序列というものを定めていたから。
２　視覚を通して生まれるイメージは官能的なものと結びつきやすいと考えられていたから。
３　聴覚を通した働きかけによってこそ、人間は信仰へと導かれると考えられていたから。
４　聴覚は視覚に比べて、官能の欲望に屈することが少ないと考えられていたから。
５　聴覚はすべての感覚の中で、キリスト教神学の形成に最も役立つと考えられていたから。
問３　―線部⑵について。「視覚が優位化した」結果、どのような状況が生じたか。その説明として最も適当なもの一つを、左記各項の中から選べ。
１　自然というものを初めて秩序立った永続的な枠組みの中で捉えるようになった。
２　宇宙の中での人間と自然との関係を考慮することを、人間は忘れるようになった。
３　見るものと見られるものとを媒介する情報を、視覚を通してのみ得るようになった。
４　キリスト教会はその権威を、視覚によって得られるイメージの上に築くようになった。
５　人間は見られるものから引き離され、人間と自然を支配する力を獲得するに至った。
問４　―線部⑶について。その理由として最も適当なもの一つを、左記各項の中から選べ。
１　視覚よりも触覚は、対象が空間の中で持つ量的な意味を具体的に把握するのに長けているから。
２　人間がもつ時間と空間にふたたび宇宙論的な意味を取り戻し、聖化する必要があるから。
３　視覚が与える情報の速度と、触覚が与える情報の速度を合わせた方が、より素早く対象を認識できるから。
４　主体と対象との関係を構築し直し、より効率的に自然を利用する可能性を開く必要があるから。
５　諸感覚の間にあるバランスを組み換えて、人間とその世界との関係を構築し直す必要があるから。
問５　空欄  　     にはどのような表現を補ったらよいか。左記各項の中から最も適当なもの一つを選べ。
１　自分が室内で呆然と立ち尽くしているのを感じる。ものたちの騒々しいざわめきに戦きながらも耳を傾けようとしていると感じる。
２　自分が室内の光の渦の中を泳ぎ回っているように感じる。花瓶の鈍色の輝きがすべらかに語られた言葉のように変化するのを感じる。
３　自分が室内でたどたどしくたたずんでいるように感じる。唐突に現れた壁にふと触れて、たたえられた陽光の暖かみを覚えて安堵するように感じる。
４　自分が室内をぶつかって歩いているように感じる。いかにも威張った感じの角ばったテーブルのまわりを用心深く廻っているように感じる。
５　自分が室内で異次元に迷い込んだように感じる。ひとりで歩いてきた椅子と出遭い、握手を交わして挨拶をするのが不思議ではないように感じる。
問６　―線部⑷について。「運動する触覚」がとらえようとしたものは何か。本文中にある最も適切な語句を五文字以内で抜き出せ。
［　　　　　　　　　　　　　　　］
◎問７　左記各項のうち、本文の内容と合致するものを１、合致しないものを２として、それぞれ番号で答えよ。
イ　ヨーロッパの中世世界からルネサンスにかけて生じた、諸感覚におけるバランスは、聴覚、触覚、視覚の序列から、視覚、聴覚、触覚の序列へと変化したといえる。
ロ　視覚の優位は、対象としての世界を量的にかつ物体化して把握するのを可能にし、その結果、見られる側の主体を支配する力をも、見る側の主体に与えるようになった。
ハ　ルネサンス的視覚文化からの脱却の試みとして、触覚の意義の回復が必要である。五感の間に新しいバランスをもたらすためには、「共通感覚」という、統合された新しい感官の育成が求められる。
ニ　セザンヌの試みには、単なる絵画表現の刷新ではなく、人間が自然に対してもつ新しい関係の探究という側面があった。
ホ　「共通感覚」によって意図されているのは、五感の単なる協調や組み換えではなく、人間と自然、人間と人間とのより豊かな関係の構築であり、そのためには五感における触覚の地位回復が求められる。
イ＝［　　　］　　ロ＝［　　　］　　ハ＝［　　　］

ニ＝［　　　］　　ホ＝［　　　］
【解答】
問１　⒜＝しゅうれん　⒝＝でんぱ　⒞＝あつら（え）
問２　３
問３　５
問４　５
問５　４
問６　事物の本性（５字）
問７　イ＝２　ロ＝１　ハ＝２　ニ＝２　ホ＝１
